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It is necessary to analyze the access trends to Food-Insect Site for a long period in order to examine whether the revision 
of the site affects continuously or not. We made some short-term analyses of the access trends to the site. But it is not 
impossible to compare the data one another because they were obtained with the different tools. In this study, we made a long-
term analysis from April, 2008 to October, 2012 by one method. The result suggests that the effect of the major revision in 
November, 2010 continues until now (October, 2012). Therefore, we conclude that major revision of the site is not required for 





A Long-Term Analysis of Access Trend to Food-Insect Site
Yukio Magariyama§, Kumiko Shichiri, Akihiro Miyanoshita, Taro Imamura,
Satoshi Furui, Yuji Wada, and Tomohiro Masuda
National Food Research Institute, National Agriculture and Food Research Organization
















































＊1 Uniform Resource Locator．インターネット上のウェブページ
等を特定するための記号の並び．
＊2 HyperText Markup Language．ウェブページ等を記述するた
めの言語．










































表 １ ． ３ 大アクセス解析方法の特徴

























































































Host 150.26.36.49 ユーザの IPアドレス
Remote Log － （通常は使用しない）
User ID － ユーザ ID
情報がない場合が多い．
Date & Time ［01/Apr/2008:17:57:56 +0900］ 処理日時
左の例では，2008年4月1日17時57分56
秒に処理が終了したことを表している．




















User Agent "Mozilla/4.0 (compatible; MSIE 6.0; 













































































2007年11月― 2010年10月 食総研サーバ EgoChatサーバ*
2010年11月― 2012年 3 月 食総研サーバ
2012年 4 月―（現在） 農研機構サーバ
*農林水産研究情報総合センター提供の研究者向けサーバ（通称，バーチャルラボシステム）を利用した．
2009年６月下旬より食品害虫サイトのコンテンツのひとつである「食品害虫クイズ」を，食品害虫サイトの
フォルダに統合した．
55
図 ２ ．図鑑ページの閲覧数
図鑑ページのうち閲覧数が多い順に５ページの１日閲覧数の動向をグラフで示した．周期的な季節変動に加えて，ときど
き急峻なピークが現れる．2008年４月25日や2008年11月６日のように，別の虫で同じ日にピークが出現する場合もあった．
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図 ３ ．2008年11月と2009年１月の検索語トップ10
図 ４ ．「コクヌストモドキ」を検索語とした件数
2009年３月と2009年６月はトップ10に入らなかったために点がない．
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にピークが出ていた．２カ月ほど遅れて検索数が増え
たのは，このケースに特有のことなのか，一般的なこ
となのか，興味深い．ちなみに，ノシメマダラメイガ
の図鑑ページ閲覧数は2012年３月22日にピークが見ら
れたが，その後特に「ノシメマダラメイガ」の検索件
数の増加は見られなかった．
３ ．訪問者の参照元
どのような経路で食品害虫サイトを訪問したのかが
明らかになれば，訪問目的や方法を推察する材料とな
り，食品害虫サイトの改良方針を決定するのに役立
つ．図５は月別参照元のグラフである．
極端に参照元が変化していたのは，2011年３月と
2012年３月である．2011年３月は東日本大震災が発生
した月で，それがアクセス行動の変化と関係したと考
えられる．具体的には，その他のサイトと検索サイト
からの訪問が極端に減少し，不明が約60%に増加して
いる．通常時の食品害虫サイトの場合，携帯等モバイ
ル端末からのアクセスが全訪問中の約10%含まれてい
る．古い携帯端末等からのアクセスは参照元が不明
になるので，震災後にPCの利用が困難なために携帯
でのアクセスが増えた可能性もある．残念ながら，東
日本大震災の影響によるサーバの不調のため，2011年
３月のサーバログのユーザエージェント（利用ブラウ
ザ等の情報）は消失していた．このため上記の仮説を
確認することはできなかった．一方，2012年３月に一
般外部サイトからのアクセスが急増したが，大部分
はブログ「哲学ニュース nwk」（http://blog.livedoor.jp/
nwknews/）の記事「知らない方が幸せだった雑学『空
対空最強の昆虫三つ巴』」からのアクセスであった． 
また，食品害虫サイトの大幅改訂のあった2010年11
月以降食総研ページから食品害虫サイトへの流入割合
が増えていたが，食総研サイトが農研機構サイトの様
式に統一された2012年４月からその割合が減少した．
これは，食総研サイトのトップページに掲載されてい
た食品害虫サイトへのリンクがわかりにくくなった可
能性が考えられる．
図 ５ ．月別訪問参照元
各訪問に対して参照元を，不明，食総研サイト，検索サイト，一般外部サイトの４つに分類した．上図が件数，下図が割
合を示す．
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４ ．ページ間移動
訪問者がサイト内のページをどのように移動したか
という情報は，サイトを改良したい運営者にとって重
要である．図６は月別ページ間移動数のグラフである．
図５と同様に，2011年３月と2012年３月に通常の月
とは違う傾向が見られた．2011年３月は図鑑以外の
ページの間で移動している件数が極端に多い．通常は
全移動のうち5―10%程度なのに対して、2011年３月
は20%に達していた。参照元のデータから東日本大震
災の影響による携帯からのアクセス増加の可能性を指
摘したが，この現象も携帯からのアクセス増加の影響
によるものかもしれない．つまり，携帯ユーザとPC
ユーザの間でアクセス行動が異なっていることを示し
ている可能性がある．
2012年３月は外部から図鑑以外のページへ，図鑑以
外から外部への移動が異常に増加していた．該当す
る図鑑以外のページはコラム「米びつ害虫の勘違い」
で，ブログ「哲学ニュース nwk」（http://blog.livedoor.
jp/nwknews/）の記事「知らない方が幸せだった雑学
『空対空最強の昆虫三つ巴』」に載っていたリンクをた
どった訪問が大きな割合を占めていた．2012年３月22
日の図鑑ページ「コクゾウムシ」，「ノシメマダラメ
イガ」（図２）の閲覧数ピーク，2012年３月の一般外
部サイトからの訪問数のピークも見られ，これらの現
象の原因が上記の記事だと考えられる．人気ブログに
掲載された記事の影響の大きさを示す事例である．
食品害虫サイトは2010年11月に大幅改訂をおこなっ
た4）．図６によると，この大幅改定以降，「図鑑以外
→図鑑以外」，「図鑑以外→図鑑」，「図鑑以外→外部」，
「図鑑→図鑑以外」，「外部→図鑑以外」の移動の割合
が増加している．つまり，食品害虫サイトにおいて図
鑑以外のページの重要性が増したと言える．
2012年４月以降には，「図鑑→図鑑」をはじめサイ
ト内ページ間の移動の絶対数が増えた．これは図鑑
ページの閲覧数が2012年になって増加した（図２参
照）時期と同じである．2012年４月に食総研サイト iii）
が農研機構サイト iv）の統一様式に改訂されたが，それ
との関係は不明である．東日本大震災が発生した2011
年３月以降，食品害虫よりも大震災に関係した事柄に
対する関心が高かったため閲覧数が期待したほどには
増加せず，大震災の影響が小さくなった2012年になっ
て食品害虫サイト改訂の効果が顕著に現れてきたの
図 ６ ．ページ間移動
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かもしれない．仮にそうであれば，改訂の効果は約２
年という長期にわたって継続しており，これからも続
く可能性が高いと言える．したがって，今後しばらく
は食品害虫サイトの大幅改訂の必要はないと考えられ
る．
５ ．アクセス解析結果の公開
長期間のアクセス解析によって推測できることがあ
ることが明らかになった．例えば，閲覧数の増加が単
なる揺らぎなのか，一時的なものなのか，継続的なも
のなのかを知るためには，ある程度の長い期間の解析
結果の中で判断する必要がある．このようなデータは
食品害虫サイト訪問者にとっても利用可能な有用なも
のであると考え，今回解析したデータの一部を，2012
年11月19日より食品害虫サイトで公開している．公開
しているアクセス解析データは，図鑑ページの毎日の
閲覧数（図７）と，検索語の月別ランキング（10位ま
で）（図８）である．これらのデータはそれぞれ個別
のシートに記載し，ひとつのExcelファイルにまとめ
てあり，食品害虫サイトアクセスランキングページ ii）
からダウンロードできる．このファイルには毎月新し
いデータを追加しているので，興味のある方はアクセ
スしてほしい．
要　約
食品害虫サイトの改訂や食総研サイトの農研機構サ
イト統一様式の採用等の効果が一時的なものなのか，
継続的なものなのかを確認するためには，長期間のア
クセス解析が必要である．食品害虫サイトのアクセス
解析に関して，これまでは短期間の解析のみをおこ
なってきたためその都度異なるアクセス解析ツールを
採用し，データ間の比較ができなかった．今回は2008
年４月から2012年10月までの４年６か月間のアクセス
解析を改めておこなった．その結果，2010年11月に実
施した食品害虫サイト大幅改訂の効果は現在も継続し
ていると考えられた．したがって，しばらくは食品害
虫サイトを大幅改訂する必要はないと結論できた．
このような長期アクセス解析データは食品害虫サイ
ト利用者にも有用であると考えたので，2012年11月よ
図 ７ ．図鑑ページの日別閲覧数
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り一部のデータを食品害虫サイト上で公開している．
また，本報告ではアクセス解析の方法について簡単に
解説した．
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